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H19年度施工とモニタリン

結果

● 防護
・350m区間の施工

● 環境
・中、低潮帯のマガキの着生面積は
0.53m2以上

・石積間隙での生物の利用を確認

・検証箇所の海底地形の変化は
±50cm以下、底質の泥分の割合は
40%以下

● 利用
・景観：アンケートでは“自然的な”イ
メージが比較的低い評価と、ゴミの
少ない海岸を求める意見

・親水性：“安心・安全な利用”に対す
る低評価と、護岸周辺で“楽しみた
い”という意向
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評価の目標

1.防護
・背後地の安全の早期の確保。

2.環境
・マガキを主体とした潮間帯生物

群集が定着し、ハビタットとして機
能発揮。

・周辺海底地形に著しい変化が

生じないこと。

3.利用
・周辺域と調和のとれた景観の

確保。

・人々と三番瀬とのふれあいの

確保。
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検証・評価
● 防護
・被覆石の抜け落ちに安全面で
の不安あり。

● 環境
・石積護岸は潮間帯のハビタッ
トとして機能している。
・海底地形、底質ともに著しい変
化は生じていない。
・今後ともモニタリング調査によ
る検証を継続する。

● 利用
・景観：護岸の“自然的な”イメー
ジや、ゴミの問題は今後の検
討課題である。
・親水性：“安心・安全な利用”や
“楽しさ”については今後、改
善策の検討が必要である。

検証・評価
● 防護
・被覆石の抜け落ちに安全面で
の不安あり。

● 環境
・石積護岸は潮間帯のハビタッ
トとして機能している。
・海底地形、底質ともに著しい変
化は生じていない。
・今後ともモニタリング調査によ
る検証を継続する。

● 利用
・景観：護岸の“自然的な”イメー
ジや、ゴミの問題は今後の検
討課題である。
・親水性：“安心・安全な利用”や
“楽しさ”については今後、改
善策の検討が必要である。

33

資料⑤ ： Ｈ20年度に向けた「より良い工夫」

◎ 台風などのイベントに対応した調査が必要
⇒ H19年度のように必要に応じて緊急調査を実施する
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（１） 委員会、勉強会での意見への対応
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（２） 現地視察会での意見への対応
◎ 施工後、被覆石が抜け落ち斜面に穴が空き危険である
⇒ 中詰め石などを被覆石の間に充填することで抜け落ちに

対応する。

◎ 施工後、潮間帯にカキ、フジツボ、藻類等が着生し、歩行等
に危険である

⇒ 利用区域と非利用区域とに区分し、利用区域ではバリエー
ションで安全確保する

＝ 人の利用を許容しない範囲のイメージ図 ＝＝ 人の利用を許容する範囲のイメージ図 ＝

干潮時干潮時 35

階段

浅場

吸い出し防止シート

目つぶし材
（砕石など）

◎ 被覆石に花崗岩以外の柔らかなイメージの石が使えないか
⇒ 砂岩（鋸南産）の大きな物は採算性の問題から生産していな

いため、設計上の必要重量の確保が課題である

◎ 転落に対する対処が必要ではないか
⇒ 転落防護柵の設置や浅場をつくるなど安全対策を検討する。
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（深場の解消）
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天端部分への適用は
可能か？
⇒必要重量はのり面
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